
 

平成１７年度当初予算 施策別概要 

 
 

                   55101 高速交通ネットワークの形成 （地域振興部） 

      55102 高規格道路ネットワークの形成（県土整備部） 

  （主担当部局：地域振興部）                  

 

＜施策の目的＞ 

 （対象）県民が 

 （意図）空港、新幹線、高速道路など様々な高速交通ネットワークを利用して、全国、県内と 

活発な交流・連携ができるようになっている。 

 

＜施策の数値目標＞ 

目 標 項 目  Ｈ１５年度 Ｈ１６年度 Ｈ１７年度 Ｈ１８年度 

目標値  ７６．８   ７７   ８０   ８０ 高速交通機関アクセ

ス３０分程度の市町

村割合（％） 

実績（見

込み）値 
  ７７ ７７   

 ※ 県内の各市町村役場から最寄りのインターチェンジ等高速交通機関へ３０分程度で到達

できる市町村の割合。高速交通体系の利用可能性を示します。 

 

＜平成１７年度に残っている課題＞ 

① 中部国際空港への海上アクセスについては、観光振興、集客交流、まちづくり等にとっても

重要なポテンシャルを持つことから、安定した需要の確保が必要です。 

② 県南部地域においては、北、中勢地域と結ぶ幹線道路は４２号しかなく、東南海・南海地震

で大きな被害が想定されるほか、大雨などによりたびたび通行止めとなるため、日常生活にお

いても支障をきたしている状況にあり、緊急時に対応できる道路整備が求められています。 

③ 第二名神高速道路については、数年後に亀山東ＪＣＴ～大津ＪＣＴの開通が予定されている

ため、第二名神高速道路四日市～亀山間の早期整備が望まれます。 

④ リニア中央新幹線については、実用化のための基本的な技術は着実に進捗しているものの、

信頼性・長期耐久性や建設コストの低減が課題となっています。 

 
＜平成１７年度の施策の取組方向＞ 

① 中部国際空港、海上アクセスは、その機能を十分に発揮することが可能となるよう、開港後 

の利用促進に向けた取り組みを推進します。 

② 県南部地域のリダンダンシー機能の確保のため、「命の道」としての近畿自動車道紀勢線（平

成１７年度完成予定の大宮大台～勢和多気間、新直轄区間の尾鷲北～紀伊長島間）及び熊野尾

鷲道路の整備促進に重点的に取り組みます。 

③ 第二名神高速道路の整備が遅れると県内の経済活動等への影響が心配されるため、第二名神

高速道路（四日市～亀山間）の早期事業着手に向け、各民間推進団体とも協力しながら一層の

事業促進をはかります。 

④ リニア中央新幹線については、引き続き関係都府県と連携して、早期実現に向けて国等に強

く働きかけていくとともに、建設機運の醸成に向けて、広報、啓発活動に努めます。  

５５１ 高速交通網の整備 



 

＜主な事業＞ 

① （重）直轄道路事業負担金（高速道路網の整備） 

                 【基本事業名：55102 高規格道路ネットワークの形成】 

  当初予算額：⑯ ２，１２３，３３３千円 → ⑰ ３，１３５，９９９千円 

  事業概要：国が行う道路事業に対して負担金を支出することにより、県内の道路ネットワー

クの形成を促進し、県民生活の利便性、安全性の向上をはかります。 

 
② 公共事業（高速交通網の整備）【基本事業名：55102 高規格道路ネットワークの形成】 

  当初予算額：⑯ ３，８５０，０００千円 → ⑰ ３，７１０，０００千円 

  事業概要：高規格幹線道路の整備と連携した広域的な道路ネットワークの形成を進めます。 

 

③ （重）高速道路関連施設整備対策事業費 

                 【基本事業名：55102 高規格道路ネットワークの形成】 

  当初予算額：⑯ １００，０００千円 → ⑰ ８０，０００千円 

  事業概要：高速道路整備に関連する河川、砂防工事等を供用にあわせて整備します。 

 
④ リニア中央エクスプレス関係費   【基本事業名：55101 高速交通ネットワークの形成】 

  当初予算額：⑯ ２，８０５千円 → ⑰ ２，２９９千円 

  事業概要：東京―大阪間を１時間で結び、新たな交流・連携を促進するものであり、沿線府

県と連携し活動を行うとともに、親子試乗会、講演会等の PR活動を実施します。 

 


